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▶オレンジコープ労組「不当解雇撤回闘争勝利和解報告集会」
　３月28日、ホテルバリタワー天王寺で開催された
生協労連オレンジコープ労組の「不当解雇撤回闘争
勝利和解報告集会」に161人が参加。参加者から勝
利を祝し、労いのあいさつ、５人の原告から２年８
か月の支援行動への感謝の言葉が述べられました。

　５月22日（金）、地域共済会の担当者を対象に『実
務研修会』が開催されました。
　共済の共通事項として、加入期間と中途加入の扱
い、金融機関への提出書類の書き方と提出期限の説明

を行い、続いて、生命・医療、シニア生命・シニア医
療、交通災害、火災共済の加入限度口数や給付など基
本的な内容を確認しました。
　質疑応答では、〝がん保険は組合員の家族だけでも
入れる”と、魅力♪が浮き彫りになりました。また、共
済の新しいパンフも好評で注文の要望もありました。
　最後に、川﨑福祉事業局長から「加入者にとって有
利な共済制度でも、実務がおろそかになると、信頼を
損ないかねない。一緒に勉強しながら、共済の加入拡
大を図りましょう！」と、呼びかけました。実務担当
に就任して間もない方も含め19人が参加されました。
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▶楠根学童保育指導員解雇撤回闘争勝利報告集会　
　東大阪楠根学童保育指導員解雇撤回闘争の勝利報
告集会が、５月９日開催されました。４月より現場復
帰をした中山さんと越智さんは感謝を述べ、「子ども
が好きで続けている仕事。今後も子どものために職
場改善や団交を頑張っていきたい」と、語りました。

▶安倍「雇用改革反対」を訴え―天王寺でＤＷ宣伝
　５月22日早朝、天王寺駅前にて全労連作成のビラ
をはさんだティッシュを配布し、宣伝カーから「残
業代ゼロ」「労働者派遣自由化」「解雇規制緩和」な
ど、安倍「雇用改革」で狙う「働く人々や地域社会
を犠牲にする労働法制に反対を」と、訴えました。

▶６・23集会成功へ実行委員会結成・学習会
　「STOP安倍政権！戦争法案阻止！６・23府民集会」
の成功めざして５月27日、実行委員会結成総会が開
催されました。集会目的、内容、財政、デモ行進な
どの実施要項を確認しました。又、西晃弁護士を講
師に戦争立法の概要と問題点の学習を行いました。
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地域共済会対象
『実務研修会』に19名参加

セントラルパークで
核兵器廃絶署名集め、元気もらった！
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　戦後70年、その節目の年に、戦争を風
化させない、日本を「戦争のできる国」
にさせない、という強い意志を持って、
座の大先輩である加東大介さん原作『南
の島に雪が降る』を公演致します。
　前進座大阪公演中に召集令状を受けニ
ューギニアに出征。そこで演芸分隊を組
織し、何もないところから芝居を始め、
餓えと病に苦しむ兵士を引揚げの日まで
慰問し続けた加東さんの実話です。
　「戦争ができる国」になりつつある今
の日本、われわれ文化に携わるものも何
かの形で意思表示していかなければ、ま
すます危うくなっていく、そうした危惧
を持ちながら、この芝居を多くの方々に
お届けしたいと思っております。

７月18日（土）　開演14時　開場13時半
大阪メルパルクホール
全席自由席　5,000円　
〈お申し込みは〉
劇団前進座 大阪営業所 ☎06-6212-9600


